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第 3 章では、カセグレン型 3 パス増幅システムを例にとり、レーザー媒質から発生しコントロールされずに増幅さ








第 5 章では、ピコ秒以下の広帯域超短パルス光の伝播解析コードを開発している o 非線形光学媒質中の光伝播の解
析結果について述べ、自己収束、自己位相変調等によるパルス分裂なと、の非線型効果について詳細な検討を行ってい
る。








1 )高ピークパワーガラスレーザーシステムの最終増幅器として、マルチパス増幅システムであるカセグレン型 3 パ




2 )直径35cmのディスク増幅器 4 台を用いた場合の出力の最適化を行い、出力エネルギーは 5 kJ 以上、エネルギー
抽出効率は50%程度が可能であることを示している。
3) カセグレン型 3 パス増幅を例にとり、レーザー媒質から発生し、自発増幅される蛍光増幅光の伝播解析コードを
開発し、システム動作条件の最適化を図っている o 増幅蛍光による動作制限域を明確にし、出力エネルギーとレー
ザーシステムの利得上限値を定量的に評価している。
4) 小信号利得16 o.!>増幅器系について、増幅蛍光のパルス時間幅は200μs、ピンホールで、の増幅蛍光集光径は 2 mm程
度、さらに増幅蛍光出力空間強度分布を考慮すると、ピンホールでのプラズマ発生エネルギーしきい値は On-axis
配置では約 1J となることを示している。蛍光増幅を制限しない場合ピンホールのプラズマ発生によりレーザ一
利得は 9 程度に制限され、最大利得では運転できないことを予測しているo 核融合用レーザーとして OrトaXls 配置
を使用するには、ポッケルスセルや音響光学素子等の光シャッターを導入し、共振器内部での増幅蛍光の往復回数
を減らすことが必要となることを示している o













希ガスである Xe ガス媒質中の光伝播の解析結果について述べている o 自己収束、自己位相変調等の非線形効果に
ついて検討を行い、 Xe ガスは18.5cm伝播後、サブピコ秒パルスが分裂し、それぞれが10fs 以下のノマルスに分裂す
る現象を予測している。
以上のように本論文は、パワーレーザーシステムにおける部分コヒーレント光や超短ノマルス光、増幅蛍光など、き
わめて広いコヒーレンス範囲の光の伝播を記述できる方式を初めて確立した。核融合研究用を含め、高出力レーザー
の開発に有用な知見を与え、この分野の進歩に大きく貢献するものであり、これらの成果はレーザー工学、電気工学
に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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